
「公契約条例を制定する会」学習会
10月17日(木)18時30分から生涯学習総合セ

ンター1階会議室で「公契約条例を制定する会」

学習会の準備会が開かれました。準備会には、

地区労連加盟組合や政党・民主団体などから1

8人が参加した。学習会は、11月21日(木)18時

30分から戸畑生涯学習センター３階会議室を

予定している。「公契約条例を制定する会」

学習会について、協議し必ず成功を勝ち取る

決意を固め合いました。準備会は、「公契約

条例制定する会」永冨会長の挨拶に始まり、

永吉事務局長からこの間の経過と取り組みに

ついて報告、質疑討論の中で、日本共産党北

九州市議団小林事務局長が、９月議会での公

契約問題についての質疑答弁の内容について

発言、福建労、北九州地域ユニオン、憲法共

同センター、JMITUの参加者から前向きの発言

が続きました。事務局からは、学習会の運営

について、参加確認

のために１０月２３

日、３０日に各団体

にオルグに入ること

が表明されました。（堀田和夫さんＦＢより）

女性の会が「高齢者の買い物交通」で

学習会
10月17日(木)、「平和とくらしを守る北九

州女性の会」が「北九州の交通政策と高齢者

の移動権」について学習会を開催した。講師

は、山内涼成市会議員。山内議員は市交通局

勤務の経験と知識から、たくさんの資料を使

いたいへんわかりやすいお話であった。北九

州市の交通政策の杜撰さ、高齢者の切実な買

い物交通手段、どのような政策が望まれるか

問題提起をされた。女性

の会では、高齢者の買い

物交通はじめ移動権を確

保するために署名活動を

することが決められまし

た。

全国革新懇交流会
10月19日、20日、神戸で全国革新懇交流会

が開催されました。2000人を超える過去最大

規模の参加者で成功

することができまし

た。初日の全体会、

２日目の分散会、各

分 科 会を 通 じ て 、

「市民と野党の共闘」の発展を確信させる豊

かな経験が交流されました。「野党は共闘」

から「野党は連合政権を」―の声を草の根か

ら広げる大きな機会となりました。

また、会場で訴えました台風19号の被災者募

金は、たくさんの協力により、496,310円を集

めることができました。この募金は全額被災

自治体に直接届けられます。福岡県革新懇か

らの参加者の報告集が近日中に作成される予

定です。

「紫川流域を治めた人々のムラとくらし」
連続講座始まる

10月20日(日)、北九州市の豊かな弥生遺跡

を通して原始・古代の歴史と文化を探る連続

講座の第1回目が開講されました。講師は佐藤

浩司さん（埋蔵文化財保護対策委員会幹事）。

紫川流域に「こんなすごい遺跡があった」と

いうテーマで見事な話術とスライドで弥生時

代の 人々 のくら

しと ムラ の形成

を解 明さ れた。

今後 も必 見の連

続講座だと思う。

第２回「囲われた弥生ムラと砂浜の記憶」

12月８日(日)14：00～15：30小倉南図書館

3Ｆセミナー室 主催：小倉南図書館

協力：城野遺跡公園を実現する会

第３回「時代の真ん中、ものづくりの先端」

２月予定

第４回「大地に根づく日々、助け合う重留・

重住ムラ」2020年４月予定

第５回「卑弥呼は知っていたか？城野ブラン

ド」６月予定
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第６回「新しい秩序、企救国の誕生」

８月予定

市民運動2団体が交流会
10月22日(火)、「城野遺跡公園を実現する

会」と「八幡市民会館の活用を求める連絡会」

が交流会を持ち、この日は主に、2団体主催で

開催する市民の集い「これでいいの？ 北九

州市の文化行政」について最終的なスケジュー

ルの打ち合わせと確認をしました。

11月4日(月)14：00 ムーブ5Ｆ大セミナー

ルーム 北九州市出前講演、近藤英夫氏（日

本考古学協会副会長）と竹下秀俊氏（八幡市

民会館の活用を求める連絡会代表）の講演、

その後パネルディスカッション。なお、2団体

は翌日(11月23日)、埋蔵文化財センターの移

転を白紙撤回させる議会陳情を教育文化委員

会で行った。委員会では、高橋都・藤元聡美・

村上さとこ議員が移転計画の問題点を指摘し

たが、当局はこれまで通りの答弁を繰り返す

のみであった。ただ今後、「市民運動団体と

協議をしていき

たい」との答弁

を勝ち得た。陳

情項目は継続審

議となった。

3000万署名小倉地区の会」が

第14回実行委員会
高木健康弁護士の会長挨拶の後、野瀬事務

局長が情勢報告と諸提

案をしました。

主な決定事項は、

11月9日(土)ロングラ

ン宣伝

小倉駅デッキ

11：00～12：00 日本共産党 新婦人

12：00～13：00 健和会 地区労連

13：00～14：00 国民救援会 民商

11月23日(土) 地域ローラー宣伝

9：30集合 清水1丁目、2丁目、

泉台1丁目～4丁目 12：30集約

第15回実行委員会(次回)11月11日(月)

18：30 生涯学習総合センタ

大手町病院が健康まつり
10月26日、晴天に恵まれた大手町病院の健

康まつりは、たくさんの子どもたちが市民と

ともに集まって楽しい一日になりました。ス

テージは多彩な催しもの。

歌もダンスもプロ級でし

た。お店もたくさんの賑

わい。健康チェックコー

ナー、子ども広場。豪華

景品の参加者抽選会。

「楽しませていただきました。皆さんご苦労

さんでした」と、参加者の声。

第39回福岡県自治研フォーラム
10月27日(日)、自治研フォーラムが開かれ

た。午前は全体会議で石川捷治氏(九大名誉教

授)、「東アジアの平和と市民の役割」と内山

昭氏（立命館大学上席研究員）「軍事大国・

富者天国から脱却する道」の刺激的な講演だっ

た。午後は5分科会。参加者全員が深い学びを

した充実した一日であった。
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さよなら原発金曜行動

18：00～19：00

小倉駅デッキ
11月1日、11月8日

11月15日、11月22日


